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災
害
時
に
お
け

る
救
出
救
助
活
動
な

ど
に
協
力
し
て
も
ら

う
た
め
、
市
と
社
団

法
人
東
京
都
自
動
車

整
備
振
興
会
武
蔵

野
・
三
鷹
支
部
は

「
災
害
時
に
お
け
る

救
出
救
助
業
務
な
ど

の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
結
び
、
９
月

１
日
市
役
所
で
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

大
地
震
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
建
物
倒
壊
な

ど
に
よ
り
多
く
の
要

救
出
救
助
者
や
道
路

遮
断
が
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
自
動
車
整
備
振

興
会
の
会
員
で
あ
る
市
内
66
カ
所
の

自
動
車
整
備
工
場
で
日
常
業
務
に
使

用
し
て
い
る
ジ
ャ
ッ
キ
、バ
ー
ル
な
ど

の
工
具
類
は
、倒
壊
建
物
な
ど
の
中

か
ら
の
救
出
救
助
や
道
路
な
ど
の
障

害
物
除
去
を
行
う
た
め
に
大
変
有
効

な
資
機
材
で
す
。

こ
の
協
定
は
、
こ
れ
ら
の
資
機
材

の
活
用
と
こ
れ
ら
資
機
材
を
日
常
使

用
し
て
い
る
会
員
の
救
出
救
助
活
動

へ
の
協
力
を
得
る
こ
と
を
主
な
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

市
は
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、
す

で
に
多
く
の
民
間
企
業
・
団
体
な
ど

と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、

今
回
の
自
動
車
整
備
振
興
会
と
の
協

定
締
結
が
、
防
災
体
制
の
充
実
と
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

e

防
災
課
1
内
線
２
２
８
３

１０
月
１１
日
（月）
〜
２０
日
（水）

全
国
地
域
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

〜
守
ろ
う
よ
　
わ
た
し
の
好
き
な

街
だ
か
ら
〜

◆
運
動
の
重
点

①
侵
入
盗
、
ひ

っ
た
く
り
、
乗
り
物
盗
の
防
止
、
②

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
身
近
な
知
能

犯
罪
か
ら
の
被
害
防
止
、
③
女
性
、

子
ど
も
の
被
害
防
止

◆
地
域
安
全
市
民
の
つ
ど
い

▽
10
月
８
日
f
午
後
２
時
か
ら
三
鷹

市
公
会
堂
で
。
三
木
綱
木
歌
謡
シ
ョ

ー
、
舞
踊
、
三
鷹
警
察
署
員
に
よ
る

ひ
っ
た
く
り
・
オ
レ
オ
レ
詐
欺
寸

劇
。
入
場
無
料
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

安
全
安
心
課
1
内
線
２
５
５

１
・
三
鷹
警
察
署
1
49
―
０
１
１
０

犯
罪
被
害
者
相
談
所
を
開
設

も
う
一
度
あ
な
た
の
笑
顔
が
見
た

い
か
ら
〜
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

10
月
は
犯
罪
被
害
者
支
援
推
進
月

間
で
す
。
各
所
で
犯
罪
被
害
者
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◇
三
鷹
警
察
署
・
交
番
＝
常
時
開
設
。

◇
市
役
所
２
階
市
民
サ
ロ
ン
（
面

接
）
＝
10
月
12
日
c
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
。

◇
大
手
町
特
設
会
場
（
面
接
・
電

話
相
談
1
03
―
３
５
９
７
―
７
８
３

０
・
03
―
３
２
７
８
―
９
３
１

５
）
＝
10
月
29
日
f
〜
31
日
a
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
45
分
（
受
付
は
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
）。

◇
õ
被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー

（
面
接
・
電
話
相
談
1
03
―
５
２
８

７
―
３
３
３
６
）
＝
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
。
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

e
安
全
安
心
課
1
内
線
２
５
５

１
・
三
鷹
警
察
署
1
49
―
０
１
１
０

武
蔵
野
市
と
ご
み
処
理

相
互
支
援
を
実
施

三
鷹
市
環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
本

年
度
も
定
期
整
備
や
工
事
の
た
め
焼

却
炉
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
停
止
時

の
ご
み
の
一
部
を
処
理
す
る
た
め
、

第
２
回
目
の
武
蔵
野
市
と
の
ご
み
処

理
相
互
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

◆
武
蔵
野
市
か
ら
三
鷹
市
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入

10
月
４
日
b
〜
15
日

f
の
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
（
祝
日

を
含
む
全
８
日
間
）

◆
三
鷹
市
か
ら
武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
搬
出

11
月
22
日
b
〜

12
月
３
日
f
の
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
（
祝
日
を
含
む
全
８
日
間
）

い
ず
れ
も
１
日
20
台
、
計
160
台

（
約
320
u

）
の
受
け
入
れ
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５
３
９

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

１０
月
の
「
掘
り
出
し
物
」

◆
展
示
・
受
付

10
月
９
日
g
〜

16
日
g

◆
抽
選
会

10
月
17
日
a
午
前
11

時
か
ら
（
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
）

▼
申
込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便
料

本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

当
選
し
た
方
は
抽
選
日
の
翌
日
曜
日

ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
し
、
当
選

品
を
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

e

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水
・

木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
開
館
・
深
大
寺
２
―
16
―
13
）

1
34
―
３
１
９
６

１０
月
5
日
（火）
は

「
レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ
ー
」

深
刻
化
す
る
環
境
問
題
を
、
日
々

の
消
費
生
活
を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
10
月
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い

物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間

都
内
の
ス
ー
パ
ー
、
商
店
な
ど
で
、

環
境
に
配
慮
し
た
商
品
、
サ
ー
ビ
ス

の
積
極
的
な
販
売
や
購
入
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
買
い
物
を
す
る
際

は
、
再
生
素
材
の
製
品
や
詰
替
品
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
を
選
ん

で
買
い
ま
し
ょ
う
。

◆
10
月
５
日
は「
レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ
ー
」

毎
日
の
暮
ら
し
で
身
近
な
「
レ
ジ

袋
」
の
削
減
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く

の
人
に
環
境
問
題
を
考
え
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
東
京
都

で
は
10
月
５
日
を
「
レ
ジ
袋
Ｎ
Ｏ
デ

ー
」
と
し
ま
し
た
。
買
い
物
に
は
マ

イ
バ
ッ
グ（
買
い
物
袋
）を
持
参
し
、

不
要
な
包
装
は
断
る
な
ど
、
行
動
を

変
え
る
こ
と
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し

た
消
費
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５
３
３

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

▽
11
月
13
日
g
（
雨
天
の
場
合
は
14

日
a
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
。
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
深
大
寺
２
―

16
―
13
）
で
。

◆
出
店
資
格

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
心

の
あ
る
在
勤
・
在
学
を
含
む
満
18
歳

以
上
の
市
民
で
、
説
明
会
に
参
加
で

き
る
方
。
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者

の
承
諾
が
必
要
。

◆
公
募
数

20
店
舗
（
１
店
舗
２

r
×
２
r
）。
出
店
料
無
料
。

◆
出
店
者
説
明
会

11
月
４
日
e
午

後
４
時
か
ら
同
工
房
で
。

▼
10
月
15
日
f
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希

望
」・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業

（
学
校
名
）・
電
話
番
号
・
販
売
予
定

品
目
・（
未
成
年
の
場
合
は
保
護
者

の
署
名
と
押
印
）を
記
入
し「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
ご
み
対
策
課

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
担
当
」
へ
申
し

込
む
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
プ
ロ
・
業
者
の
方
は
出
店
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
合
成
洗
剤
な
ど
環
境

を
破
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
、
飲

食
物
・
動
物
・
電
化
製
品
な
ど
品
質

の
保
証
が
で
き
な
い
も
の
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
お
車
で
の
ご
来
場
や
荷
物
の
搬

送
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

e

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
（
水
・

木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
開
館
）
1
34
―
３
１
９
６

回
収
し
ま
す
、
あ
な
た
の

家
の
古
い
電
話
帳

10
月
中
に
各
家
庭
に
新
し
い
電
話

帳
が
届
き
ま
す
。
そ
の
際
、
配
達
員

が
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す
。
地

球
環
境
保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の

７
月
22
日
に
む
ら
さ
き
子
ど
も
ひ

ろ
ば
で
発
生
し
た
P
C
B
含
有
照
明

器
具
用
安
定
器
の
破
損
事
故
を
踏
ま

え
、
事
故
の
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、

第
２
次
調
査
と
し
て
「
昭
和
51
〜
55

年
度
に
竣
工
し
た
市
の
公
共
施
設
」

の
す
べ
て
の
安
定
器
の
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

◆
調
査
期
間
（
予
定
）

10
月
〜
11
月

な
お
、「
昭
和
51
年
３
月
ま
で
に

竣
工
し
た
市
の
公
共
施
設
」
に
つ
い

て
は
、
８
〜
９
月
の
第
１
次
調
査
に

よ
っ
て
点
検
・
交
換
を
終
了
し
て
い

ま
す
。

【
緊
急
再
点
検
（
第
１
次
）
の
結
果
】

◆
点
検
の
対
象

「
昭
和
51
年
３

月
ま
で
に
竣
工
し
た
市
の
公
共
施

設
」
91
施
設
の
安
定
器
で
、
数
は
約

１
万
４
千
器
具
で
す
。

ま
た
、
街
路
灯
925
基
に
つ
い
て
も
、

調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

◆
点
検
方
法

蛍
光
灯
を
外
し
て

安
定
器
を
一
つ
ず
つ
確
認
し
ま
し

た
。
P
C
B
を
含
ん
だ
安
定
器
（
不

明
分
を
含
む
）
は
見
つ
か
り
次
第
、

撤
去
・
取
り
替
え
を
し
て
い
ま
す
。

e

環
境
対
策
課
1
内
線
２
５
２
３

ミ

ヨ

　

リ

サ

イ

ク

ル

◆点検結果
PCB含有照明用安定器発見数
大沢コミュニティセンター…６
山本有三記念館 ……………１
東部下水処理場 ……………３
第三小学校 …………………10
第四小学校 …………………３
第六小学校 …………………６
大沢台小学校 ………………２
南浦小学校 …………………９
北野小学校 …………………４
第一中学校 …………………１
第四中学校 …………………34
第五中学校 …………………31
大沢台幼稚園 ………………４
社会教育会館
（下連雀図書館を含む）……122
合計 ……………………236器具

PCB含有不明※安定器発見数

※「不明」とは、メーカー名、型
番、製造年の判読不能などでPCB
含有の有無が確認できないもの

総合保健センター …………47
道路交通課牟礼倉庫 ………２
第一小学校 …………………７
第二小学校 …………………１
第五小学校 …………………３
中原小学校 …………………７
北野小学校 …………………１
井口小学校 …………………４
第五中学校 …………………８
武蔵野水車経営農家 ………11
新川テニスコート
更衣室・倉庫 ………………３
大沢総合グラウンド内倉庫 ２
合計 ……………………296器具

PCB調査（街路灯）
不明 …………………………１

災
害
に
備
え
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
を

市
で
は
災
害
時
に
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
・
耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

◆
対
象

市
内
に
あ
る
木
造
（
在
来
軸
組
工

法
に
限
る
）
の
住
宅
（
現
に
居
住
し

て
い
る
住
宅
）
で
、
新
耐
震
設
計
基

準
（
昭
和
56
年
６
月
１
日
施
行
）
前

に
建
築
し
、
所
有
者
が
個
人
の
も
の

◆
診
断
方
法

三
鷹
市
木
造
住
宅
構
造
調
査
会
に

よ
る
耐
震
診
断
（
目
視
診
断
）

◆
助
成
金
額

調
査
費
３
万
６
千
円
の
う
ち
２
万

４
千
円
を
助
成

【
耐
震
改
修
】

◆
対
象

三
鷹
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

制
度
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を
受
け
た

結
果
、「
危
険
」
ま
た
は
「
や
や
危

険
」
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
。
た
だ
し
、

市
内
に
本
店
、
支
店
ま
た
は
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
建
築
関
連
事
業
者

に
改
修
工
事
を
発
注
す
る
こ
と
。

◆
助
成
金
額

障
害
者
世
帯
お
よ
び
高
齢
者
世
帯

は
耐
震
改
修
費
用
の
２
分
の
１
。
そ

の
他
の
世
帯
は
耐
震
改
修
費
用
の
３

分
の
１
。
い
ず
れ
も
上
限
は
40
万

円
。※

契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

1
内
線
２
８
６
７
へ
。

住
宅
の
改
修
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す

手
す
り
の
取
り
付
け
や
段
差
の
解

消
な
ど
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
改
修
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
対
象
者

市
内
の
住
宅
に
居
住
し
、
市
内
に

本
店
、
支
店
ま
た
は
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
建
築
関
連
業
者
に
、
２
万

円
（
消
費
税
額
を
除
く
）
以
上
の
改

修
工
事
を
発
注
す
る
方
。

◆
助
成
金
額

改
修
工
事
費（
消
費
税
額
を
除
く
）

の
20
％
。
上
限
は
15
万
円
。

※
契
約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
介
護
保
険
居
宅
（
支
援
）
住
宅

改
修
費
、
三
鷹
市
高
齢
者
自
立
支
援

住
宅
改
修
費
、
三
鷹
市
重
度
身
体
障

害
者（
児
）住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付

を
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
そ
ち
ら
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

1
内
線
２
８
６
７
へ
。

災
害
な
ど
に
備
え
て
住
宅
の
安
全
安
心
を

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
照
明
器
具

第
2
次
調
査
の
実
施
と
緊
急
再
点
検
の
結
果
に
つ
い
て

調布飛行場まつり
多摩と島しょを

翼でつなぐ調布飛行場

小型飛行機の展示と記念撮
影、キャラクターショー、郷
土芸能の披露、格納庫の見学、
管制塔見学（先着制）、抽選会
など盛りだくさん！！
u10月17日a午前10時～午後
４時、同飛行場内特設会場で。
小雨決行。
e調布飛行場まつり実行委
員会事務局103－3327－2260

自動車整備振興会と
災害時の応援協定を締結

た
め
、
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
7
０
１
２
０
―
506
―
309
へ
。

油
・
断
・
快
適
！
下
水
道

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
！

都
下
水
道
局
で
は
、
下
水
道
に
油

を
流
さ
な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
油

を
流
す
と
、
下
水
管
の
中
で
固
ま
っ

て
詰
ま
っ
た
り
、
悪
臭
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
固
ま
っ
た
油
が
オ

イ
ル
ボ
ー
ル
と
な
っ
て
、
東
京
湾
や

河
川
に
流
れ
出
る
な
ど
の
問
題
も
生

じ
て
い
ま
す
。
環
境
を
守
る
た
め
に

は
、
下
水
道
を
利
用
す
る
み
な
さ
ん

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
排
水
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

で
、
環
境
は
大
き
く
改
善
し
ま
す
。

e

三
鷹
市
下
水
道
課
1
内
線
２
８

７
３
・
都
下
水
道
局
1
042
―
527
―
４

８
２
８

ミ

ヨ

　

リ

サ

イ

ク

ル


